
平成26年 (行ウ)第 152号 大間原子力発電所建設差止等請求事件
2025年 12月 24日

準備書面 (58)別 紙
大間原発の敷地内活断層 (S10、 Sll、 cf、 df)は、
後期更新世以降 (約 12～ 13万年前以降)の活動が否定
できない活断層である。

原告訴訟代理人弁護士 只里予靖
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【図表2】 甲D79渡辺満久教授 意見書

岬

図 15 1999年集集地震の際の被害状況 (撮影 :渡辺溝久)
図 16 1995年兵庫県南都地震の際の被害状況 (撮影 :中国 高氏)

勇 缶
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【図表3】 1.1敷地の調査 (5/5)
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コメントNo,8縦-127

第700回審査会合
-2-1 ,4-65

【図表i4】  1.1重要な安全機能を有する施設の底盤 B法面観察ザータ(3/9)
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【図表5】 敷地肉活断層の重_要性

。実用発電用原子炉及びその附属施設の位置,構造及び設備の基準に関する規則 (「
設置許可基準規則」)第 3条 3項)
「耐震重要施設は、蓼 侍 生ずるおそれ ナ▲～ 地ヽ 盤に設けなければならない。」が が し

・ 規則の解釈 別記 1(第 3条設計基準対象施設の地盤)
定する「変位」とは、将来活動する可能性のある断層等が活動す

ることにより、地盤に与えるずれをいう
第 3条第 3項に規

上記の「将来活動する可能性のある断層等」とは、後期更新世以降 (約 12～ 13
万年前以降)の活動が否定できない断層等とする。

→耐震重要施設は、変位ヽすなわち《後期更新世以降 (約 12～ 13万年前以降)の
活 動 否定できない断層等が活動する とにより 地盤にずれが生ずるおそれがないが

0

リ

し

地盤に設けなければならないことが明確に定められている。
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【図表8】
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【図表9】 (1)Ts-3トレンチ西壁 【804回】補足資料21買 甲Dl 卜野科学前編
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MIS5cの海進にともない、標高1lm付近に、やや凹凸を持ちながらも水平に近い波倣面 (ラーヴイーメント面:A)が形成された。
B層の堆積直後、南側から北側に突き上げるシーム10の逆断層によつて、南側 (上盤側)の波倣面が変位した【断層イベント1】。
当時の平均潮位面は下盤側のB層の直情に位置したはずであるから、隆起した上盤側の基盤岩は、直ちに波倣を受けた。

隆起した上盤側の基盤岩は、断面(1)では、先端部が崩落している。
E層とF層の境界であるマンガン集積層が、上盤側から下盤側に向かつて撓みこむような構造が顕著である。
この構造を作つたのが【断層イベント3】である。



(2)Ts-1トレンチ 東壁左右反転 109C-18-10P24
(小野教授の論考ではTs-3トレンチとされているが誤記 と思われる)
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C層堆積後、MIS5cの海進で海面がさらに上昇すると外浜堆積物(D層 )がC層を覆つた。
D層の堆積後、再び断層が活動し、C/D層境界以下に変位を与えた。これを【断層イベント2】とする。
ただし、他の断面では不鮮明であり、次の【断層イベント3】で生じた可能性もある。
【断層イベント3】によつて、E層の一部がD層に落ち込むような構造ができたよう1こ見える。
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【図表11】 (3)Ts-1トレンチ西壁 109C-18-10P14
左上写真は【804回】補足資料15頁
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隆起した上盤側の基盤岩は、断面(3)のように先端部まで保存された場合もある。

【断層イベント3】は、撓みこみ構造がそのまま保存されていることから、F層堆積後である。
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【図表12】 (4)Ts-1トレンチ 109C-18-10P13 甲D148小野科学前編
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(5)Ts-2トレンチ 【804回】補足資料17頁
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(3)

【断層イベント1】 【断層イベント2】 は、MIS5cの海進期に生じ、【断層イベント3】はそれ以後に生じたことが確実である。
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【図表14】
1,1敷地の調査(S/5)
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【図表16】
甲D149小野、科学後編

。   ,ⅢdF断層罪 _S'10◆ 就
議固⑬

F

B ″

瓶

日 4B

口4a

∵禽魚
|ど

卜・
・・
=“

IIk.

氏
ヽ

(″
Ⅲ ■ift

狼 Ｎ
十

AB面 ?

FJ手 師逆曖設訂的寧

主

Ts‐5法面

■■ 崎ヽ(′ ,▼  ■子・Ⅲ

11   1,I

.“
′

・名 i

:J

T亡-4

0

―と,,,と 11'ユ  |十 r

:二ど
=二

・デよ
=ど

 '主・'

er‐3 新 博

〕,'
r
r

,1,い

Taや10

.4.″

題 4し 一
ゝ
私
ゝヽｋ
＼
ヽ
ゝ

Ⅲ Ml面 
°

ぉ 子
Ⅲ
iII

ダ

・ ° T91-3 1
一擁

．

"碩
齢 薄 ぃ ― 口け

r′

T ・
事 ■

′
イ !し

'
は  皓  ●  ■
士●●●■ド・「

′

‖工函F。
″

″

図 4a ttP自1原発の地形面 区分 とシーム 硝o!11の断層 の分布 Jみ‐まび本論 で言及す る トレンテ ,法面 の位置 (★印
'

4聯 :2_5万 分 の 1地形 園上 に図 韓禽の範囲 を示 す。
子JiJtt t i丈 ♯丈二.資ォ|112,ユ ーp.3,A… E3:|イ|ら のよ血ザ勝脚ri噸 )ゞiT,,世 Ⅲ

T卜 1

争M3面ヽ

―

や

こ

駐
嘔

ToⅢ 7

浅面⑬

´

~｀
卜
“

′

●
や

，
将

31



［
∞

導
弾
隠
瑾
観
翼
ｅ
Ｐ
臓
漢

．ふ
ふ
ｉ
と

圧
〓

茸

0

盤

暉
巡
朴
詳

′踊
↑

ｏ
革
∩
辟

と
ゝ
巨
卜
）
０
轟

〔遭
国
隠
塩
染
聟
§
田
偶
４
睡
い
熊
望
奪
甘
園
）繰
中
ｒ
＜
Ｇ
翼
標
報
騒
屋
氣
―
い
国

い〓Ｏ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Φ

寓 守 寓 罠
Φ

<V

（Ｅ

枢
騨

〇
∞

0
襲０

甘電子

,l rl`pⅢⅢ ll′ 11「 rρ 〔1,I:〔 , V t ti l  ど 1 1イ l, ビrJイ  Fヽ増 I
｀
工半

'ィ
回鶴0けレ鱚,1イ田塞釉 l⑫彰宝 ag「 qレ

〔d】子)副 邸てと
'lttl翠

.Fk/11ワ
エY望ユ鍵▼つ▼.Ct′ 攣等⑦留蜘⑫ l1 01▼ ―不 7彰コ理察母,⑫影割側¥ ロレ国

″
グ

′

｀
里 IH

Ol‐
'1

⑨車璃

、 ‐
Ⅲ
ェ|.‐
Ⅲ

′

″
　
″　
　
　
　
　
″

ド

゛
●lⅢ  ・…Ⅲ:と  

｀
、

・`   II、  :・   ＼

里 l‖

'‐

Iユ

ι車 lV

③璽準 じ‐」9

，
デ

Ｌ【
卜
ｒ
に
国
】

!ぶ

.'

＋

Ｎ

凰

整 ０
十日ф
ト

∞‐り一

卜
日”ト屈

≡
⑬
旧
襲

旧
痕

ゆ日岸
⑬
旧
襲

t
F

澪
繹
督
控
健

も

l

←日

|

亀

割
組
鎮
里

澪
椰
聟

答
鵞

鷹

墾

題

五

鞭
離
三
度

硝
ふ
げ
眸

聾
蝦
駕
Ｇ
響
豫

4

i

N

旧
展
ｅ
空
鯉
嬢
玉
囀

釘
ふ
０
ト

慢
総
§

腱
語
三
度

堕 9円
ι

9,田

゛壁

「

01

s半
'S



甲D149小野、科学後編
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饉畢表1釧 (4)Ts-7法面 【804回】資料1-lp牛 123

4b 甲D149小野、科学後編
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津ヽAlm

触

″″μVil

四G-4b:青枠部分の拡大写真

【断層イベント1】

波倣棚末端の海食柱の高まりを持つ上盤側が、シーム11の逆断層によつて、南側から北側に向かつて、相対的にずり上がっている。
【断層イベント1】で崩落し、A'層を形成した崩落堆積物のうちt最大の崩落岩塊(X)は、シーム11の断層運動によつてさらに2つに分断され、
岩塊の上盤側は、下盤側に対して相対的に南から北にずり上がるよ引こ変位している。このときの断層は、崩落岩塊(X)を含むA'層だけえな

く、内湾の外浜堆積物(B2層 )にも及んでいる。【断層イベント2】



【図表 20】  4.3.3風化の進行と変状の形成プロセス(3/4)
4-123
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・ 変状の移成プロセス(P牛 122掛照)に示すようI三 ,段丘,歩際が堆積した時期lξは岩盤の風化部は侵食され.新鮮部のみが分布していた。Ts-7トレンチ西鶴滋面の段丘堆

犠物中に分布する淡風色火山礫凝瓜着礫く!性f韓)は ,付近ti分布する淡灰色火山礫浸灰岩の着盤から分離したものであり,逮穣当時は岩盤及ぴ碑は新鮮であつた8

,法面では
'た

f礫は強風化し欺資化しているが,一方で,撤密で硬質な段丘礫は風化が進行しておらず,同じ韓壌にあつてもnt際のみれt署しい風化を貝Iけている。

・拡大写真に示すll鰈は,s-1弱面により切断されている。衰状弱面の延長上に新鮮なIlt盛おt分布する増合.変牧弱面おt礫を通回するか別の場所に生じるねく1,性f際は強
風化し周囲の段丘塩犠物と同程度に軟質化していたため,ilf韓をほぼ直線的に切断して宝状弱面おt形成されたものと考えられる。

・したがって,交状弱面は,新鮮唸岩盤の陰化後1万年尋里度の期間t岩盤の風化由t著しく進行しく輛足説明資料P.123藝躍),その後に滞威されたものと考えられる。
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【図表21】

甲D150の 1【804
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【図表22】
1.1敷地の調査 (4/5)

⑥断層・シームの活動性評価の調査
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第700回審査会合
2-lp.1-34-部修正【図表i23】 1・5al断層等の活動性評価の考え方(2/2)

敷地の断層等の新旧関係

1-40
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BはCの堆積より前に活射終了

BはDの生産より前に活動機7

国1断層等の新旧関係 懐裁圏
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【図表24】 甲D150の 1【 804回】

(大原則)ある地層や断層が、別の地層や断層を切断してい

る場合 切ヽ断した側の断層は、より新しい時代に形成ないし

活動したことを意味する。

図2断層等の新旧関係 模式断面国

一審被告電源会社の主張
(前提1)cf断層、df断層は、吉い時代に活動を停止した断層
である。
(前提2)S日 10、 S‐11は、その吉い(とされる)cf断層、df断層
によつて切られている。
(結論)したがって、S日 10、 Sallはcf断層、df断層よりもさら1こ

前に形成された吉い断層であり、活動性はない。

D―ム奪

面段丘進積物Mi

大す田層 ′

ム

易国固層

変状弱面

易国闘層

大すょ珊層

東西
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轄
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Ｌ
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第四系

中新統

強屋化部
(易回聞層)

新第二系

辞新統

新第三系

(科学的に疑いのない事実)

(事実 1)S-10、 S-11は、後期更新世以降の地層に明
らかな変位・変形を与えており、「新しい時代に活動し

た活断層」である。

(事実2)cf断層、df断層は、S-10、 S-11を切断してい
る(―審被告電源開発・原子力規制委員会が主張する
とおり)。

(科学的に疑いのない事実からの結論 )
cf断層、df断層は、S-10、 S-11よりもさらに新しい後期

更新世以降に活動したことが強く推定される。   39
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【図表25】

標高

(5) T←4

【804回】資料1-l pl-16
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(5) ¬「卜 1

【804回】資料1-l p2-54

甲D149小野、科学後編
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【804回】資料1-l p2-55
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【図表26】 1.2敷地の地形(9/14)

Tf-4トレンチで観察されるMl面段丘堆積物

T仕4トレンチ詳細画像

・ T卜 4トレンチでは,c卜3断層の上載層として?Ml画段丘堆積
物が分布する。

・ 段丘堆積物の基底付近では円礫を主体とする秒礫層が分布
し,砂礫層中のラミナは緩やかに海偶l(西側)に傾斜している。

・ ローム層中に洞爺火山灰層が確認された法面④の段丘堆積
物にも類似の性状(PI卜1711-18,1-20書照)が見られ1面奢
は同様の堆積環境で堆積したものと推察される。
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【図表28】 2.1.l Gf断層系の分布嗣性状 (1/9)

c簡層系の分布及び調査位置 凡
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【図表29】
2,2.2 dF断層系の活動憔評価 (11/13)
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【図表30】 2H2.2 dF断層系の活動性評価 (12/13)
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甲D150の 1【 804回】   N 回 甲D149小野、科学後編
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【図表32】 D150の 1【 804回】 SN 6b 甲D149小野、科学後編
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